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● 
江蘇省鎮江市 

中華人民共和国 
日本 

雪
舟
さ
ん
が
修
行
し
た
と
い
う
共
通
点
を
も
つ
宝
福
寺
と
金
山
寺

画
聖
の
と
り
な
す
縁
で
市
民
の
交
流
と
友
好
を
深
め
る
た
め

総
社
市
文
化
振
興
財
団
が
公
募
で
結
成
し
た
訪
問
団
が
中
国
鎮
江
市
を
訪
ね
た

「
や
っ
と
来
た
な
」。

中
国
鎮
江
市
訪
問
団
の
小
鍛
冶
元
慎
団
長

は
、
金
山
寺
で
の
歓
迎
交
流
会
で
胸
い
っ

ぱ
い
の
感
動
を
こ
う
表
現
し
た
。
雪
舟
の

「
唐
土
勝
景
図
巻
」
に
描
か
れ
て
い
る
金
山

寺
。
没
後
５
０
０
年
の
節
目
の
年
に
、
雪

舟
の
あ
こ
が
れ
の
地
に
立
て
た
喜
び
は
、

団
員
全
員
が
感
じ
て
い
た
。

画
聖
・
雪
舟
の
修
行
の
寺
と
い
う
共
通

点
を
も
つ
金
山
寺
と
宝
福
寺
。
こ
の
縁
を

も
と
に
市
民
レ
ベ
ル
で
の
交
流
を
図
ろ
う

と
中
国
鎮
江
市
訪
問
団
は
結
成
さ
れ
た
。

公
募
で
集
ま
っ
た
市
民
約
４０
人
の
訪
問
団

は
２
月
１３
日
か
ら
４
日
間
の
日
程
で
訪

問
。
金
山
寺
で
の
交
流
に
参
加
し
た
。

２
月
１４
日
、
金
山
寺
に
到
着
し
た
訪
問

団
は
、
金
山
寺
の
心し
ん

澄
ち
ょ
う

住
職
に
よ
る
歓

迎
の
お
経
で
出
迎
え
ら
れ
た
。
引
き
続
い

て
小
鍛
冶
団
長
が
、「
雪
舟
禅
師
を
想
う
」

と
題
し
た
頌
経

じ
ゅ
き
ょ
う
を
読
み
上
げ
た
。
雪
舟
の

功
績
を
た
た
え
た
七
言
絶
句
だ
。
こ
の
後
、

訪
問
団
は
境
内
を
ひ
と
回
り
し
、
歓
迎
交

流
会
に
望
ん
だ
。

1狭く急な階段が金山寺の境内を巡る
2金山寺で心澄住職に末永い交流を求め
る小鍛冶団長3八角七層の塔から見た金
山寺の建物群4和やかに行われた鎮江市
との会見5金山寺の説明を聞きながら境
内を巡る団員6訪問団の代表と握手を交
わす心澄金山寺住職

歓
迎
交
流
会
で
心
澄
住
職
は
「
明
の
時

代
に
雪
舟
が
渡
っ
て
来
て
、
金
山
寺
で
約

２
年
間
過
ご
し
ま
し
た
。
今
、
こ
の
寺
の

歴
史
の
本
の
中
に
、
雪
舟
の
修
行
と
生
活

の
こ
と
が
書
い
て
あ
り
ま
す
」
と
、
今
も

金
山
寺
に
は
雪
舟
が
息
づ
い
て
い
る
こ
と

を
紹
介
。
「
雪
舟
禅
師
が
５
３
０
年
前
に

こ
の
寺
を
訪
ね
た
こ
と
を
、
体
で
感
じ
取

る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
う
れ
し
く
思
っ

て
い
ま
す
。
雪
舟
は
絵
や
禅
を
学
ん
で
、

私
ど
も
に
た
く
さ
ん
の
宝
を
残
し
て
く
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
後
、
友
好
と
交
流

が
長
く
長
く
続
く
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
」。

小
鍛
冶
団
長
は
、
雪
舟
の
も
つ
縁
を
大
切

に
し
た
交
流
を
深
め
て
い
き
た
い
と
訪
問

の
意
図
を
伝
え
、
心
澄
住
職
と
笑
顔
で
握

手
を
か
わ
し
た
。

ま
た
、
こ
の
日
の
夕
方
、
鎮
江
市
幹
部

と
訪
問
団
に
よ
る
会
見
会
が
行
わ
れ
た
。

こ
こ
で
も
雪
舟
の
と
り
な
す
縁
を
大
切
に

思
い
、
「
友
好
を
深
め
、
往
来
を
続
け
て

い
き
た
い
」
と
意
見
が
一
致
し
た
。

訪
問
団
は
、
金
山
寺
を
は
じ
め
、
焦
山
、

甘
露
寺
、
長
江
（
揚
子
江
）
な
ど
、
雪
舟

さ
ん
が
見
た
で
あ
ろ
う
景
色
を
目
の
当
た

り
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
文
化
の
重
み

と
景
色
の
雄
大
さ
を
、
団
員
一
人
ひ
と
り

が
雪
舟
さ
ん
と
同
様
に
体
で
感
じ
る
こ
と

が
で
き
、
雪
舟
さ
ん
を
縁
と
し
た
今
後
の

交
流
の
第
一
歩
を
し
る
し
た
意
義
深
い
訪

問
だ
っ
た
。

雪舟没後５００年◆金山寺との交流

◎雪舟（１４２０～１５０６）
赤浜で生まれ、幼年時代は宝福寺で修行する。宝福寺には、涙でネズミを描いた

逸話が残る。その後、京都、山口で過ごす。４７歳のとき、中国に渡り、水墨画の
技法を学ぶ。このときに「唐土勝景図巻」などを描いている。約３年間を中国で過ご
した後、帰国する。帰国後、「天橋立図」などを描いている。水墨画を大成させ、画
聖と呼ばれる。死没地は山口県など諸説がある。

◎鎮江市（江蘇省）
上海から北西約２４０dに位置し、人口２６０万人、面積３，８４３hの都市。同市に
は３，５００年の歴史があり、金山寺をはじめ、甘露寺、焦山など多くの歴史遺産
が市内に点在している。また、市の北部を長江（揚子江）が東西に流れ、大
運河と交差していることから交通の要衝であり、古くから商業都市とし
て発達してきた。

◎金山寺
鎮江市区の西北に位置し、標高４７cの山にある禅宗の名刹。
しかし、山を埋め尽くすように本殿や八角七層の慈寿塔を
はじめ、楼閣、各種建築物が建ち並び、「寺の中に山があ
る」という表現でよく紹介されている。

雪
舟
さ
ん
の
修
行
し
た

金
山
寺
を
訪
ね
て

特
集
・
雪
舟
没
後
５
０
０
年
◆
金
山
寺
と
の
交
流

〈
せ
っ
し
ゅ
う
け
ん
し
ょ
う
〉

「唐土勝景図巻（京都国立博物館蔵）」。長江（揚子江）に浮かぶ金山寺が描かれている

「雪舟七十一歳像（藤田美術館蔵）」
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雪
舟
さ
ん
が
つ
な
い
だ
交
流
の
か
け
橋

特集
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